
座りっぱなしによるカラダへの健康被害

コロナ禍によって在宅ワークが増え、これまで以上に“座りすぎ”問題がクローズアップされています。座りっぱなしによる

悪影響というと、腰痛や肩こりなど、直接感じるつらさだけに目がいきがちですが、「座りすぎ」が進行すると自律神経の

乱れや代謝の低下、肺・横隔膜の圧迫、生理痛・子宮疾患、さらには心疾患のリスクにも影響があると言われています。

代謝低下

自律神経の乱れ

首・肩の痛み

腰痛・背中痛

生理痛・子宮疾患 (女性の場合)

便秘

膝痛・こむら返り 尿漏れ・内臓下垂

冷え・むくみ

鼠径部の圧迫

肥満・関節痛

巻き肩

心疾患のリスク

肺・横隔膜の圧迫
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